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ABSTRAK 

Nurul Frida Gustriana. 2024. Analisis Penggunaan Bunmyaku Shiji Dalam 

Kajian Pragmatik Pada Novel Namiya Zakkaten No Kiseki Karya Keigo Higashino. 

Skripsi, Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa Dan Seni, 

Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui bentuk serta fungsi bunmyaku shiji dalam 

kajian pragmatik pada novel berdasarkan teori dari Iori (2001) beserta hubungan 

antara penggunaan bunmyaku shiji dengan konteks pragmatik yang terdapat dalam 

kalimat bunmyaku shiji berdasarkan teori dari Yule (1996). Penelitian ini 

merupakan penelitian kualitatif yang hasilnya berupa penjabaran secara deskriptif, 

data diambil dengan studi pustaka, teknik simak bebas libat cakap dan teknik catat. 

Untuk menganalisis data digunakan teknik analisis data menurut Miles dan 

Huberman (2018) berupa reduksi data, penyajian data, dan penarikan kesimpulan. 

Dari hasil penelitian ditemukan 37 data berupa kalimat bunmyaku shiji. 14 data 

berupa bunmyaku shiji dalam kalimat percakapan, 11 data berupa bunmyaku shiji 

dalam teks, 9 data berupa bunmyaku shiji yang menerima dan menyatakan 

kesetujuan dengan pernyataan sebelumnya, dan 3 data berupa bunmyaku shiji yang 

merujuk pada kalimat setelahnya. Dari hasil temuan, diketahui bahwa data 

bunmyaku shiji そ lebih dominan, hal ini dikarenakan bunmyaku shiji そ efektif 

dalam membangun alur cerita kompleks yang melintasi waktu, menghubungkan 

berbagai sudut pandang karakter, dan menciptakan atmosfer misterius. Bunmyaku 

shiji juga berperan krusial dalam menyajikan informasi secara terstruktur, sehingga 

pembaca dapat lebih mudah mengikuti alur cerita dan memahami makna yang 

terkandung di dalamnya. 

Kata kunci: bunmyaku shiji, konteks, pragmatik, Namiya Zakkaten No Kiseki 
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ABSTRACT 

Nurul Frida Gustriana. 2024. The Use Of Bunmyaku Shiji Analysis In A 

Pragmatic Study Of Keigo Higashino’s Novel Namiya Zakkaten No Kiseki. 

Undergraduate Thesis, Japanese Language Education Department, Faculty of 

Languages And Arts, Jakarta State University. 

 

This research aims to identify the forms and function of bunmyaku shiji in a 

pragmatic study of the novel based on Iori's theory (2001) and the relation between 

the use of bunmyaku shiji and the pragmatic context in bunmyaku shiji sentences 

based on Yule's theory (1996). This research is a qualitative research with 

descriptive results. The data is collected through library studies, not-involved in 

conversation observation technique, and note-taking techniques. Data analysis is 

conducted using Miles and Huberman's method (2018), in the form of data 

reduction, data presentation, and conclusion drawing. 

The results of the researches found 37 data in the form of bunmyaku shiji sentences. 

14 data are bunmyaku shiji in dialogue sentences, 11 data are bunmyaku shiji in text, 

9 data are bunmyaku shiji that accept and express agreement with the previous 

statement, and 3 data are bunmyaku shiji that refer to the following sentence. The 

data indicated a significant predominance of the particle そ. Its effectiveness lies in 

its ability to build intricate plots that span different time periods, bridge various 

character viewpoints, and cultivate a sense of mystery. Moreover, bunmyaku shiji

そ  is instrumental in organizing information coherently, allowing readers to 

navigate the narrative seamlessly and grasp its deeper implications. 

Keywords: bunmyaku shiji, context, pragmatics, Namiya Zakkaten No Kiseki 
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概要 

A. はじめまに 

本研究は、コミュニケーションにおける文脈的言語使用に基づき、

発話の意味を明らかにすることを目的としている。言語と文脈を同時に

用いることは、文脈的状況がどのように発話によって生み出される意味

に影響を与えるかを研究するプラグマティクスに繋がる。プラグマティ

クスでは、文脈との密接な関係が強調される。プラグマティクスにおけ

る文脈的言語使用に影響を与える側面の一つは、「指示詞」と呼ばれる。

日本語の指示詞は、現場指示詞と文脈指示詞の二つに分類される。文脈

指示詞の使用は、文脈と密接に関係している。そのため、文脈指示詞の

使用は、発話によって生み出される意味に影響を与えるプラグマティク

スの研究と関係していいる。小説には、様々な文脈的プラグマティック

の使用がある。本研究では、文脈指示詞とその機能の使用について論じ、

文脈指示詞を含む文とプラグマティック文脈との関係を明らかにする。 

 

上記の問題に基づき、本研究では、東野圭吾著の小説「ナミヤ雑

貨店の奇跡」における文脈指示詞の使用に関するプラグマティック研究

を行いる。本研究の対象と問題との関連性は、文脈指示詞の使用を種類

別に研究し、各文脈指示詞の種類ごとにどのような機能があるのか、そ

してプラグマティック文脈との関係を明らかにする研究がこれまで存在

しなかったことにある。本研究は、以下の理論に基づいている。指示詞

に関するイオリ (2001) の理論とプラグマティック文脈に関するユール 

(1996) の理論。 

 

B. 問題提起 

上記の背景と研究の焦点に基づき、以下の問題を定式化することができ

る。 

1. ナミヤ雑貨店の奇跡における文脈指示詞の機能はどのようなものですか。 
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2. ナミヤ雑貨店の奇跡における文脈指示詞の使用とプラグマティック文脈

の関係はどのようなものですか。 

 

C. 研究方法 

本研究は「Pragmatic Identity Method」を使用して、決定ツールは

発話相手である。基本的研究方法は「Not-Involved in Conversation 

Observation Technique」と「Note-Taking Technique」を使用する。この方法

は、庵（2001）の文脈指示の理論に基づいて文脈指示データの機能を分

析および決定するために使用される。次に、データ分析方法として、デ

ータの削減、データの表示、結論の導出を含む「Miles と Huberman」の

方法を使用する。 

 

D. 研究結果の分析 

得られたデータは、文脈指示という文を示す 37 件のデータであっ

た。文脈指示の「こ」系の用法では合計 15 件、文脈指示の「そ」系の用

法では 18 件、文脈指示の「あ」系の用法では 6 件のデータが見つかった。 

 

文脈指示の「こ」 

データ

番号 
文脈指示を含むの文 ページ 

1. 
「まさかこんなところで、バッテリーが上がっちゃうとは夢

にも思わなかった」 
5 

2. 

「走行距離を見ただろ。十万キロを超えてた。老衰と同じ

だ。寿命が尽きかけてたところで、ここまで走ってきて完全

にダウンしたん だ。だから盗むなら新しい車にしろっていっ

たんだ」 

6 

3. 

「こんな時間に、こんな場所で、怪しげな男三人がタクシー

を拾ったら、さぞかし運転 手 の記憶に残ることだろうな。

俺たちにそっくりの似顔絵が公開されて一巻の終わりだ」 

7 

4. 
「トイレットペーパーや洗剤の買い占めでスーパーが大混

乱･･････か。なんかこれ、聞いたことがあるな」 
11 

5. 
「腹減ったなあ」幸平が情けない声を出した。「この近くに

コンビニないかな」 
12 

6. こんな時間に、こんな廃屋に郵便が届くわけがない。 12 

7. 
こんなことをしているぐらいなら、すばっと競技をやめたほ

うがいいのではないか、という考えが頭をもたげてきます
16 
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が、彼の悲しそうな顔を思い出すと、とても踏み切れませ

ん。 

8. 
「何だ、これ」最初に声を発したのは翔太だった。「なん

で、こんな手紙を投げ込んできたんだ」 
17 

9. 
「 これだ。ナミヤじゃなくてナヤミだけど･･････」ページを

開いた。そこに載っていたのは、次のような記事だった。 
18 

10. 

「噂を聞きましたって書いてある。ナミヤ雑貨店さんの噂を

って。これを読むかぎりだ と、最近聞いたって感じだ。てい

うことは、まだそういう噂が残ってるのかな」 

20 

11. 「この人、どうするのかな」幸平が、ぽつりといった。 22 

12. 
「だって恋人は、この人がオリンピックに出ることを望んで

るわけだし」 
22 

13. 

「相手の身になってみなよ。向こうはこの状況を知らないん

だぜ。突然そんなことを訳かれたら、頭がおかしいんじゃな

いかと思うだけだろ」 

50 

14. 「 この男もイラつくよな」敦也はいった。 56 

15. 
「わけわかんねえ。何なんだよ、こいつ。こっちのいうこと

をきかないなら、最初から相談なんてすんなよ」 
56 

 

文脈指示の「そ」 

データ

番号 
文脈指示を含むの文 ページ 

1. 「翔太、その廃屋ってのは近いのか」 6 

2. 「前に来たのは昼間だろ。そのせいじゃないのか」 8 

3. 
「あ、それ知ってる」幸平がいった。「オイルショックって

やつだ」 
11 

4. 「すげえなあ 。その頃って、どんなことが起きてたんだろ」 11 

5. 

「夜逃げだな。間違いない」翔太が断定した。「客が来なく

て、借金だけが膨らんだ。で、ある夜荷物をまとめてとんず

ら。まっ、そんなところだろ」 

11 

6. 

「俺もそう思ったけど、たぶん違う。警察なら、こんなまど

ろっこしいことはしない」そうだよな、と翔太が呟いた。

「警察が、『月のウサギ』とは名乗らないよな」 

13 

7. 
「なるほど。そういわれりゃそうだ」翔太が頷いた。「でも

手紙とはかぎらないぜ」 
14 

8. 
しかしその時の彼の悲しそうな顔は、今思い出しても涙が出

そうになるほどのものでした。 
16 

9. 

そんなことは考えないでくれ、君がオリンピックに出ること

が僕の最大の夢なのだから、どうかそれを取り上げないでく

れ、と訴えてきました。 

16 

10. 

「どこかにさ、悩み相談に乗ってくれる雑貨屋があって、そ

こと間違えたんだよ、きっと」敦也は懐中電灯を取り、立ち

上がった。 

17 
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11. 

どんな悩みが多いですかと尋ねたところ、圧倒的に多いのが

恋の悩みらしい。 「でもじつは、それに答えるのが一番苦手

なんですよねえ」と浪矢さん。 

19 

12. 

「ぼけた年寄りから話を聞いたんじゃないか」幸平が いっ

た。 「その年寄りは、ナミャ 雑貨店がこんなふうになって

ることを知らないで、ウサギさんにそんな話をしたんだよ」 

20 

13. 

「でもさ、好きな人が病気で死にそうなんだろ。そんな時に

練習なんてやってられないよ。一緒にいたほうがいいよ。恋

人だって、本当はそう思ってるんじゃないかな」 

22 

14. 

「だってさ、まずはこの『月のウサギ』っていう人が、どの

時代の人なのかをはっきりさせなきゃいけないと思ったん

だ。それがわからないままじゃ、話が噛み合わないだ ろ」

「だったら、そう書けばいいじゃねえか。そっちはいつの時

代かって」 

50 

15. 
「そこがイラつくんだよ。そいつは、そんなふうに無理して

る自分に酔ってるんだ」 
56 

16. 

「女の気持ちをわかってやれっつうの。オリンピックったっ

て、結局は運動会の派手なバージョンっていうだけじゃない

か。たかがスポーツだろ? 恋人が不治の病にかかったって時

に、そんなものに気持ちを向けられるわけないだろうが。い

くら病人だからって、我が儘いって、女を困らせてどうすん

だよ」 

56 

 

文脈指示の「あ」 

データ

番号 
文脈指示を含むの文 ページ 

1. 
「なあ、敦也。タクシーを拾ったらどうかな。もう少し行け

ば、広い道に出る。あそこなら空車が来ると思うんだけど」 
7 

2. 
もちろん、あの盗んだクラウンがすぐには見つからない、と

いう条件が必要だったが。 
8 

3. 
あの二人のことなんかどうでもいい。自分たちで何とかする 

だろう。 
46 

4. 
あんなところで眠らないでいたら、さらに空腹になるだろ

う。 
46 

5. 
食べ物を二人に渡したら、すぐに立ち 去るつもりだった。あ

の怪しげな家に長居する気はない。 
47 

6. 
あれからもケータイについて調べてみたり、周囲の人たちに

尋ねたりしたのですが、やはりわかりませんでした。 
50 

 

 

E. 終わりに 

解釈された分析結果から、対話における文脈指示は 14 のデータあ

る、文章における文脈指示は 11 のデータある、指すものを受けるときの
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形文脈指示は 9のデータある、指すものが後から出てくる場合文脈指示は

3 のデータある。本研究の結果、文脈指示詞「そ」が最も多く使用されて

いることがわかった。これは、小説『ナミヤ雑貨店の奇跡』では、片方

の当事者だけが知っていることを語る場面が多く、会話やナレーション

の中で文脈や状況を指し示すことが多いことが原因と考えられる。また、

過去の人物や物体を指し示す文脈指示詞の使用も頻繁であることがわか

った。文脈指示詞は、文脈に含まれる関連情報を結びつける重要な役割

を果たし、読者にとってより深い理解を可能にする。 
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